
(152) 印度學佛教擧研究第54巻 第1号 平 成17年12月

『婆沙論』における無分別の とらえ方について

前 田 英 一

1.は じ め に

玄 奨 訳 『阿 毘達 磨 大 毘 婆 沙 論 』(以 下『 婆沙論』)で は,入 定 中 の 意識 は無 分別 な

も の と規 定 さ れ る一 方 で,初 静 慮 まで に は言 葉(vac)が あ る とさ れ て い る.デ ィ

グ ナ ー ガ(ca.480-540)の 説 を受 け継 いだ ダル マ キー ル テ ィ(ca.600-660)は,言 語

と結 びっ く能 力 の あ る知 を推 理 知 に含 め1),こ れ を分 別(kalpana)で あ る と明 言 し

て い る2).ダ ル マ キ ー ル テ ィが 説 くよ うに,言 語 と結 び つ き うる知 が 分 別 で あ る

とす る な らぼ,無 分 別 とされ る入 定 中 の 知 に言 語 知 が 存 在 す る こ とは な い と考 え

られ る か も しれ な い.し か し 『婆 沙 論 』 にお いて は,初 静 慮 中 に も言 語 が あ る と

い う説 が 説 か れ て い る.つ ま り,初 静 慮 に お け る言 語 知 を無 分 別 な も の とす る考

え方 が,『 婆 沙 論 』 に は存 在 して い るの で あ る.

2.『 婆 沙 論 』 に お け る 無 分 別 に つ い て の 記 述

玄 装 訳 『婆 沙 論 』 で は,前 五 識 と禅 定 中 の 意 識 は無 分 別 と され,定 に入 って い

な い 意 識 は計 度 分 別 を伴 って い るの で 有 分 別 で あ る とさ れ て い る.た だ し 『阿毘

曇 毘 婆 沙 論 』(以 下 旧訳)と 『鞍婆 沙 論 』 に は,こ れ に対 応 す る文 が 欠 け て い る.

問,此 六識 身幾有分 別,幾 無分別.答,前 五識 身唯無分 別,第 六識 身或有分別,或 無分

別.且 在定 者皆無分別,不 在定者 容有分別.計 度分別遍與 不定意識 倶故.此 中,且 説眼

識後起分別意識(『 婆沙論』大正27,374b5-9)

問 う,此 の六識身 は幾ぼ くか有 分別 に して,幾 ぼ くか無分別 なるや.答 う,前 五 識身 は

唯無分別 のみ に して,第 六識 身は或い は有分 別,或 いは無 分別 な り.且 に定 に在 る者 は

皆無分別 に して,定 に在 らざ る者は有分別 と容れ るべ し3).計 度分別 は遍 く不定の意識 と

401



(153)『婆沙論』 における無分別 の とらえ方について(前 田)

倶 な るが故に.此 の中,且 に眼識の後 に起 こる分別 意,y,aを説 くべ し.

眼 識 ・耳 識 ・鼻 識 ・舌 識 ・身 識 の 前 五 識 身 は,無 分 別 で あ る とい っ て も 自性 分

別 を 持 つ と,『 婆 沙 論 』 で は考 え られ て い る.

此 中,略 有三種 分別.一 自性分 別,謂 尋伺,二 随念分 別,謂 意識相応 念,三 推度分 別,

謂 意地不定慧.欲 界五識身 唯有一種 自性分別.(『 婆沙論』大 正27,219b7-10,cf.旧 訳

大正28,169b5-8)

此 の中,略 して三種 の分 別有 り.一 に 自性分別,謂 く尋伺 な り,二 に随念分別,謂 く意

識相 応 の念 な り,三 に推 度分別,謂 く意地不定 の慧 な り.欲 界の五識 身は唯一種 自性 分

別 のみ有 り.

『倶 舎 論 』 界 品 の 説 明 に よ る と,前 五 識 は計 度 分 別(推 度分別4))と 随 念 分 別 の

二 っ を持 た な い の で,無 分 別 で あ る とさ れ る.

も し,五 識 身が有尋有伺 であ るな らば,ど うして無分別 である と言 われるのか.

計度[分 別]と 随念分別 としては,[五 識 身は]無 分別 である.(k.33ab)

分別 には三種類 ある とい う.自 性[分 別]と,計 度[分 別,そ して]随 念分別 とであ る.

すなわ ち,こ れ ら(五 識 身)に は 自性 分別 が存 在す る.[し か し五識 身 には,]別 の[計

度分別 と随念分別 の]二 つは存在 しない.そ れ故 に,[五 識 身 は]無 分別で あ ると言われ

る5).

3.『 婆 沙 論 』 に お け る 定

入 定 中 の 知 は無 分 別 で あ る と,玄 訳 『婆 沙 論 』 で は説 か れ て い る.『 婆 沙 論 』

で は,色 界(四 静慮)と 無 色 界 が 定 界 で あ る とさ れ,欲 界 は定 界 で は な い と説 明

さ れ て い る.

欲界 有二,謂 聞所成慧 思所 成慧.色 界有二,謂 聞所成 慧修所成慧.無 色界 唯有修所 成慧.

問,何 故欲界 無修所成 慧耶.答,欲 界是不 定界,非 修地,非 離染 地,… ….問,何 故色

無 色界無 思所 成慧耶.答,色 無 色界是定 界,是 修地,是 離染地,.,聞 所 成慧

在五地,謂 欲界 四静慮.

(『婆沙論』大正27,218a7-25,cf.旧 訳 大正28,168bl5-28)

欲 界 に二有 り,謂 く聞所 成の慧 と思所 成 の慧 とな り.色 界 に二有 り,謂 く聞所成 の慧 と

修所 成 の慧 とな り.無 色 界 には唯修所 成 の慧 のみ有 り.問 う,何 故 に欲 界 には修所成 の

慧無 きや.答 う,欲 界 は是 れ不定界 な り,修 地 にあ らず,離 染地 にあ らず,… ….問 う,

何 故 に色 ・無色界 には思所成 の慧 無 きや.答 う,色 ・無色 界 は是れ定界 な り,是 れ修 地な
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り,是 れ離染地な り,.,聞 所成 の慧は五地に在 り,謂 く欲 界 と四静慮 とな り.

初 静 慮 以 上 か ら定 で あ る と され て い るの で,『 婆 沙 論 』 で は初 静 慮 以 上 の 知 は

無 分 別 な も の と して 扱 わ れ て い る と考 え られ る.ま た,無 分 別 で あ る色 界(四 静

慮)に は思 所 成 の慧 は無 い が,修 所 成 の慧 と聞所 成 の慧 は存 在 す る とさ れ て い る.

4.初 静 慮 ま で 存 在 す る 言 葉

『婆 沙 論 』 に は,言 葉 が 初 静 慮 まで 存 在 す る とい う記 述 が 散 見 さ れ る.以 下 に

例 を挙 げ て み よ う.

復次,第 二静慮 滅語言本.語 言本者,謂 尋與伺.如 契経説,要 尋伺 已能 発語言,非 不

尋伺.第 二静慮尋伺 己滅,無 語言本故,説 定生(『 婆沙論』大正27,416b3-66)).

復 た次 に,第 二静慮 は語言 の本 を滅 す.語 言 の本 とは,謂 く尋 と伺 とな り.契 経 に説 く

が如 し,要 ず尋伺 し己 りて能 く語言 を発 し,尋 伺せ ざ るにはあ らず と7).第 二静慮 は尋伺

已に滅 し,語 言 の本無 きが故 に,定 生 と説 くな り.

この文 章 に お い て 『婆 沙 論 』 の 作 者 は,尋 と伺 を語 言 の本 で あ る と述 べ,尋 と

伺 が は た ら く と必 ず 言 葉 が発 せ られ る とい う契 経 を 引用 して い る.初 静 慮 に は 尋

と伺 が 存 在 す るの で 言 葉 が 発 せ られ,第 二 静 慮 で は尋 と伺 が 滅 して い るの で,言

葉 が 発 せ られ る こ とは な い と考 え られ て い る よ うで あ る8).

ま た,不 動 法 阿 羅 漢 が 得 る とさ れ る四 無 擬解 の説 明 の 中 に も,初 静 慮 に言 語 が

存 在 す る とい う記 述 が あ る.

詞無擬解 云何.謂,於 言詞不退 転智.弁 無擬 解云何.謂,於 無滞応 理説,及 自在定慧 中

不退転智.… ….義 弁 二無擬 解有漏者,在 十 一地.謂,欲 界未至静慮 中間四静慮四無色.

無漏者,在 九 地.謂,未 至静慮 中間四静慮 三無 色 詞無凝 解在 二地.謂,欲 界 初静慮

(『婆沙論』大正27,904al1-b2)

詞無擬解 とは云何 ん.謂 く,言 詞 に於 け る不 退転の智 な り.弁 無擬 解 とは云何 ん.謂 く,

無滞 に理 に応 じて説 き,及 び 自在 な る定 と慧 との中に於 ける不退転 の智 な り.… ….義

と弁 の二無擬解 の有漏 な るは,十 一地 に在 り.謂 く,欲 界 ・未至 ・静 慮 中間 ・四静慮 ・

四無 色 な り.無 漏 な るは,九 地 に在 り.謂 く,未 至 ・静慮 中 間 ・四静慮 ・三無 色 な り.

詞無擬 解 は二地 に在 り.謂 く,欲 界 と初 静慮な り.

詞 無擬 解 とは言 葉 に対 す る不 退 転 の 知 で あ り,弁 無 磯 解 とは,主 に法 を滞 り無

く説 い た りす る不 退 転 の 知 で あ る と され る.そ して 『婆 沙 論 』 の 作 者 は,詞 無 擬

解 は欲 界 と初 静 慮 に存 在 す る と主 張 して い る.
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この 説 は,『 倶 舎 論 』 の智 品 の 記述 に お い て も示 され て い る.

言葉 に対 して[の 無擬解]は,欲[界]と 初[静 慮]の 二つ にある.(k.40b)

言葉 は,詞(nirukti)と 同 じ意味で ある.詞 無擬解 は,欲 界 と初静慮地 に属 してい る.上

[の地]に は,尋 が存在 しない ので9).

『倶 舎 論 』 に は,詞 無 擬 解 が 欲 界 と初 静 慮 よ り上 の 地 に存 在 しな い 理 由 と して,

第 二 静 慮 以 上 に は尋 が 存 在 しな い こ とが 挙 げ られ て い る.

5.ま と め

玄 訳 『婆 沙 論 』 で は,定 に あ る意 識 は無 分 別 で あ る と規 定 され て い る.『 婆

沙 論 』 に お い て定 と言 わ れ る もの は初 静 慮 以 上 の定 で あ るが,こ の 初 静 慮 ま で言

語 が 存 在 す る とい う説 が,『 婆 沙 論 』 で は 説 か れ て い る.こ の こ とか ら,初 静 慮

に お け る言 語 知 は 無 分 別 な も の で あ る とい う考 え方 が,『 婆 沙 論 』 に は 存 在 して

い る とい え よ う.ま た こ の 小 論 で は,『 倶 舎 論 』 で 言 う と ころ の 定 静 慮 に相 当 す

る初 静 慮 につ い て の 議 論 の み を検 討 した の で あ る が,生 静 慮 に相 当 す る初 静 慮 の

議 論 も 『婆 沙 論 』 で はな され て い る.こ れ らの 点 につ い て は,別 稿 で 論 じた い.

略語表

AKBh : Abhidharmakoiabhasyam of Vasubandhu, ed. Pradhan, Patna, 1967 

MN : Majjhimanikaya, I , ed. V. Trenckner, Pali Text Society, 1979 

NB : Nyaabindu, buddijskij uchebnik logiki sochinenie Darmakirti i tolkovanie na nego Nyayabin-

dutika sochinenie Darmottary, sanskritskij tekst izdal s vvedeniem i primiechani lami, ed. F. I. Shch-

erbatskoj, Bibliotheca Buddhica ‡Z , Petrograd 1918 ; repr. Osnabruck, 1970. 

SN : Samyuttanikaya, I , ‡W, ed. M. Leon Feer, Pali Text Society, 1973 

Hattori 1968: Dignaga, On Perception, being the Pratyaksapariccheda of Dignaga's Pramana-

samuccaya from the Sanskrit fragments and the Tibetan versions, translated and annotated by 

MASAAKI HATTORI, Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1968

1)言 語 知 を 推理 知 に 含 め る考 え方 の 萌 芽 は,す で に 『婆 沙 論 』 に 見 られ る.拙 稿 「『婆

沙 論 』 に お け る正 し い認 識 の根 拠 に つ い て 」(『早 稲 田大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 』.第

四 七 輯 第 一 分 冊2002年)参 照.

2)NBI,5:abhilapasamsargayogyapratibhasapratitihkalpana(言 葉 と結 び つ く能 力 の あ る

顕 現 を持 つ 知 が,分 別 で あ る)。 この偶 文 の 英訳 に っ い て は,Hattori1968p.85,12ff.を

参 照.
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3)Cf.『 阿毘曇 甘露味論』大正28,969a17-b2:云 何 が識陰な るや.青 ・黄 ・赤 ・白等 の

諸法 を分別 す る識 な り.是 の識 に六種 有 り,眼 識 ・耳[識]・ 鼻[識]・ 舌[識]・ 身

[識]・ 意 識な り.… ….五 識 は分別 す るこ と能わず,意 識 は分別 す(云 何識 陰.青 黄

赤 白等諸法分別識 是識有六種,眼 識耳鼻舌 身意識 …….五 識不能分別,意 識分別).

4)『 婆 沙論』 で説 かれ てい る計度分別 と推度分別 は,『倶舎論 』で説 かれて いる計 度分

別 と同 じもので あ ると考 え られ る.例 えぼ,普 光の 『倶舎論 記』 に記 されて いる割 り

注 に は,「婆沙 の文 に准 ず るに,… …,計 度 と推度 とは名は異な るも義 は同 じな り(准

婆沙文,… …,計 度推度名異義同)」(大 正41,39a1)と ある.

5) yadi panca vijnanakayah savitarkah savicarah katham avikalpaka ity ucyante. 

 nirupananusmaranavikalpenavikalpakah/ (k. 33ab) trividhah kila vikalpah svabhavabhinirupanan-

 usmaranavikalpah tad esam svabhavavikalpo 'sti. netarau. tasmad avikalpaka ity ucyante(AKBh p.
22,18-21).こ の 部 分 の 日本 語 訳 と して は,『 倶 舎 論 の研 究 界 ・根 品 』(櫻 部 建 著 法 蔵

館1969年)pp.199-200を 参 照.

6)Cf.旧 訳 大 正28,312b20-22:復 次,以 第 二 禅 滅 声 根 本.声 根 本 者,是 覚 観 如 説,

有 覚 観 者,能 出 語 声,非 無 覚 観 第 二 禅 中,無 有 是 事,『鞍 婆 沙 論 』 大 正28,488c28-

489al:或 日,謂 二 禅 離 声 根 本.声 根 本 者,是 有 覚 有 観.如 所 説,居 土 覚 観 已 然後 言 説.

謂 二禅 離 声 根 本 以 故爾,『 集 異 門 足 論 』 大 正26,379b13-16:語 行 云 何.答 語 亦 名 語 行,

語 業 亦 名 語 行,尋 伺 亦 名 語 行.於 此 義 中 意,説 尋 伺 語 行.所 以 者 何.要 尋 伺 已能 発 語

言,非 無 尋伺.是 故,尋 伺 説 為 語行.

7)Cf.AKBhp.61,5-6:vaksamskara　 vitarkavicarah　sutr auktah.vitarkya vicarya vacam bhasate

navitarkyavicaryeti(『 倶 舎 論 』 大 正29,21b27-29,『 倶 舎 釈 論 』 大 正29,180b16-17).

Cf.MNI,p.301,26-28,SNⅣp.293,25-26:vitakketva　 vicaretva　pacchavacam　 bhindati,

tasma vitakkavicaravacisankharo.Cf『 雑 阿 含 経 』 大 正2,150a24-29:有 覚 有 観 を 名 づ けて

口行 と為 し,… ….有 覚 有 観 な る が 故 に 則 ち 口 語 す.是 る が 故 に,有 覚 有 観 は是 れ 口

行 な り(有 覚 有観 名為 口 行,'… ….有 覚 有 観 故 則 口 語.是 故,有 覚 有 観 是 口 行).

8)尋 伺 の基 本 的 性 格 に つ い て は,水 野 弘 元 『パ ー リ仏 教 を 中 心 と した 仏 教 の 心 識 論 』

(山 喜房 仏書 林1964年)pp.433-453参 照.ま た,尋 伺 か ら言 葉 が 発 生 す る過 程 にっ い

て は,横 山 紘 一 「仏 教 の 言 語 観(一)～(二)1(国 訳 一 切 経 印 度 撰 述 部 ・月 報 『三 蔵 』

107・108,1975年ll月 ・12月)参 照.

9)vaci prathamakamayoh/(k.40b) van niruktirityeko'rthah niruktipratisamvit kamadhatuprath-

amadhyanabhumika urdhvam vitarkabhavat(AKBhp.419,15-17).こ の部 分 の 日本 語 訳 とし

て は,『 倶 舎 論 の原 典 研 究 智 品 ・定 品 』(櫻 部 建 ・小 谷 信 千 代 ・本 庄 良 文 著 大 蔵 出

版2004年)pp.155-156を 参 照.

〈キ ー ワー ド〉 婆 沙 論,無 分別,語 言,定

(早稲 田大 学 助 手)
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(160) Abstracts

ements (dhamma), He realizes the Law (dhamma, Truth) which accompanies 
the causes and conditions of human existence and He knows the cessation of 

these causes and conditions as well. These elements (dhamma) may mean the 

elements (anga) of dependent origination, or 5 aggregates and 6 (or 12) spheres 
of perception and cognition, etc., which exist when the causes and conditions 

exist, and which cease to exist when these causes and conditions cease to 
exist, according to the Law of dependent origination. 

68. Views on the Four Noble Truths in Mahayana Buddhism: Sutra texts 

quoted in the Aryasatya-pariksd Chapter of the Prajnapradipa 

Koichi FURUSAKA 

On the 24th Chapter of the Mulamadhyamaka-karika, the Prajnapradipa 

of Bha(va)viveka quotes a sutra with regard to the Four Noble Truths. 
The sutra states, "Manjusri, whoever sees that all things (dharmas) do not 

arise knows thoroughly Affliction. Whoever sees that all things do not stop 
abandons the Origin (of Affliction). Whoever sees that all things are Nirvana 
in the end realizes the Appeasement. Manjusri, whoever sees that all things 

have no effecting effects the Way." 
In regard of this sutra, the Prajnapradipatika of Avalokitavrata comments 

that the sutra is quoted in order to give the authority which is well known in 

Mahayana, and such a view is expounded in the 'Phags pa ye shes gsang ba 

bsgoms du bcug pa'i mdo. 
That sutra text nearly coincides with the Arya-manjusri-pariprccha quoted 

in the Prasannapada. But those texts are also found in some sutras of the 

same class, such as the Bodhipaksanirdesa (T. 472) and Visesacintibrah-
mapariprccha (T. 587). 

The views on the Four Noble Truths of these sutras correspond to the 

Samketika-paramartha-satya. 

69. On Nirvikalpa in the Abhidharma Mahavibhasa

Hidekazu MAEDA
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There is the statement in the Abhidharma Mahavibhasa (AMBh) translated 

by Xuanzang Œºš÷that discrimination in meditation is devoid of conceptual 

construction (nirvikalpaka), but that language exists until the first stage of 

meditation (prathamadhyana). Dharmakirti (ca.600-660) calls cognition (jnana) 

that can combine with language conceptual construction (kalpanajnana). This 

may be understood to mean that there is no language in meditation. On the 

contrary, it is said that language exists until the first stage of meditation in 

the AMBh. The authors of the AMBh regard cognition that is combined with 

language in the first stage of meditation as non-discriminative (nirvikalpaka), 

because they say that discrimination in meditation is devoid of conceptual 

construction. 

70. The Meaning of Jala-hatthapada: The Difference between the Southern 

and Northern Traditions 

Karen KASTUMOTO 

Jala-hatthapada is one of the thirty-two characteristics of a great man like 

the Buddha. In Northern Buddhism, it implies that He had membranes/webs 

between the digits of His hands and feet. 

However, Buddhaghosa's commentaries refute this idea. Buddhaghosa ar-

gues that under the rule of the Vinaya, such a man cannot become even a 

monk. Moreover, the commentaries explain that the lines formed by the dig-

its and their knots in the great man appear like nets. 

Some scholars argued this matter and concluded that the idea of webbed 

digits emanated from a misinterpretation of the sculptures of the Buddha, 

whose digits were connected by sculptors to prevent them from fracturing. 

 In this paper, I attempt to demonstrate that the idea of webbed digits orig-

inates from the Sarvastivada school. The evidence is as follows. The word 

"h
amsa-raja" (the king of ganders) appears as a simile of jalini panipada (= 

jala-hatthapada) in a Sanskrit scripture, namely, the Mahavadana-sutra, and 

in the Chinese versions of other sutras; all of these were disseminated by the 

same school. Moreover, I found pictures of two sculptures with webbed dig-
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